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1. 平成23年３月期第３四半期の連結業績（平成22年４月１日～平成22年12月31日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年３月期第３四半期 73,061 41.3 2,468 ― 2,611 ― 1,431 ―

22年３月期第３四半期 51,706 △47.7 △247 ― △217 ― △534 ―

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

23年３月期第３四半期 27 .43 27 .41

22年３月期第３四半期 △10 .26 ―

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

23年３月期第３四半期 65,292 22,697 34.1 425 .98

22年３月期 55,096 22,082 39.4 416 .63

(参考) 自己資本 23年３月期第３四半期 22,244百万円 22年３月期  21,714百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年３月期 ― 2 .00 ― 5 .00 7 .00

23年３月期 ― 5 .00 ―

23年３月期(予想) 5 .00 10 .00

3. 平成23年３月期の連結業績予想（平成22年４月１日～平成23年３月31日）
(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 107,000 25.8 3,700 292.8 3,700 198.0 2,100 478.1 40 .23

djk28509
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(注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

  

 
(注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

  

 
(注) 「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成

に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 

  

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

  この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決

算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了しておりま

せん。 

  

  本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合

理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能

性があります。業績予想の前提となる条件および業績予想のご利用にあたっての注意事項等について

は、四半期決算短信【添付資料】３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他 （詳細は、【添付資料】４ページ「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規 ― 社 (            )、除外 ― 社 (          )

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
 

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 有

 ② ①以外の変更 ： 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 23年３月期３Ｑ 57,432,000株 22年３月期 57,432,000株

② 期末自己株式数 23年３月期３Ｑ 5,212,663株 22年３月期 5,312,468株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年３月期３Ｑ 52,194,100株 22年３月期３Ｑ 52,099,701株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
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当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日～平成22年12月31日）におけるわが国経済は、新興国

の景気拡大や各国政府の経済対策などを背景に緩やかながら回復傾向が見られ、企業収益の改善により

設備投資も緩やかな回復基調が続きました。しかしながら、依然として厳しい雇用情勢や耐久財購入刺

激策効果の剥落等による個人消費の落込みに加え、更なる円高の進行や海外経済の減速等、先行き不透

明な状況で推移しました。 

このような状況の中で、当社グループは、中国・韓国を中心としたアジア向けのＩＴ・デジタル関連

機器や車載関連機器の製造装置等の売上が大幅に増加したほか、リチウムイオン電池製造関連装置、太

陽光パネル製造設備、タイヤ用原料製造設備等の需要が好調でありました。その結果、当第３四半期連

結累計期間の売上高は、前第３四半期連結累計期間と比べて21,354百万円増の73,061百万円（前年同四

半期比41.3％増）となりました。また、営業利益は2,715百万円増の2,468百万円、経常利益は2,829百

万円増の2,611百万円、四半期純利益は1,965百万円増の1,431百万円となりました。 

  

報告セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。 

プラント・エネルギー事業 

石油・天然ガス開発の試掘役務等の大口案件が減少したものの、大手石油化学会社向けの石油精製プ

ラント設備や太陽光パネル製造設備など内需向けの売上計上があり、売上高は14,304百万円、営業利益

は682百万円となりました。 

エレクトロニクス事業 

中国・韓国を中心にＩＴおよびデジタル関連機器製造会社向けの電子部品実装機、基板印刷機、各種

検査機等の販売が大幅に増加しました。その結果、売上高は26,301百万円、営業利益は1,335百万円と

なりました。 

産業機械事業 

自動車販売の回復により海外を中心に自動車関連業界向けの設備の需要が好調であったことに加え、

本格的に取扱いを始めたリチウムイオン電池製造関連装置の販売が伸長してきており、売上高は20,031

百万円、営業利益は1,169百万円となりました。 

海外法人 

米国・欧州は低調であったものの、中国・アジア諸国における半導体実装装置関連の需要が好調であ

りました。その結果、売上高は10,612百万円、営業利益は536百万円となりました。 

  

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ、10,195百万円増加の65,292百万

円となりました。これは主に、売上の増加に伴い受取手形及び売掛金やたな卸資産が増加したことによ

るものであります。 

負債合計は、9,579百万円増加の42,594百万円となりました。これは主に、支払手形及び買掛金や短

期借入金、前受金が増加したことによるものであります。 

純資産合計は、615百万円増加の22,697百万円となりました。これは主に、その他有価証券評価差額

金の減少や配当金の支払いを行ったものの、四半期純利益1,431百万円を計上したことによるものであ

ります。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報
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（キャッシュ・フローの状況） 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ、1,463百万

円増加し、8,582百万円（前年同四半期比1,483百万円増）となりました。 

営業活動によるキャッシュ・フローは、税金等調整前四半期純利益2,561百万円の計上や前受金の増

加があったものの、売上債権やたな卸資産の増加などがあったため、2,189百万円の減少（前年同四半

期比3,403百万円増）となりました。 

投資活動によるキャッシュ・フローは、投資有価証券の取得や貸付の実行などにより338百万円の減

少（前年同四半期比2,348百万円減）となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の借り入れなどにより4,081百万円の増加（前年

同四半期比5,748百万円増）となりました。 

  

当社グループの業績は、中国・韓国を中心としたアジアでのＩＴ・デジタル関連機器や車載関連機器

等の需要の回復や、リチウムイオン電池製造関連装置や太陽光パネル製造設備等の新商材の拡販などに

より好調に推移しております。第４四半期も引き続き好調を維持する見込みであり、平成23年３月期の

通期予想につきまして、連結・単体とも下記のとおり修正いたします。 

なお、期末配当につきましては、今後の業績動向や配当性向等を勘案し決定する所存です。 
  

 
  

  

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

連結業績 （単位：百万円）
前回予想

（平成22年５月13日公表）
今回予想

 売上高 102,000 107,000

 営業利益 3,300 3,700

 経常利益 3,300 3,700

当期純利益 1,900 2,100

単体業績 （単位：百万円）
前回予想

（平成22年５月13日公表） 今回予想

売上高 91,000 96,000

営業利益 2,700 2,800

経常利益 2,800 2,900

当期純利益 1,600 1,650
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該当事項はありません。 

  

  

① 簡便な会計処理 

  1）たな卸資産の評価方法 

当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出については、実地たな卸を省略し、前連結会

計年度末の実地たな卸高を基礎とした合理的な方法によっております。    

  2）固定資産の減価償却費の算定方法 

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して

算定する方法によっております。    

  3）一般債権の貸倒見積高の算定方法 

一般債権の貸倒見積高については、貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著し

い変化がないと認められる場合に、前連結会計年度において算定した貸倒実績率等の合理的な

基準を使用して算定する方法によっております。 

  

② 特有の会計処理 

該当事項はありません。   

  

① 「持分法に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３

月10日公表分）および「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告

第24号 平成20年３月10日）を適用しております。これによる当第３四半期連結累計期間の損益

に与える影響はありません。 

  

② 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成

20年３月31日）および「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第

21号 平成20年３月31日）を適用しております。これによる当第３四半期連結財務諸表に与える

影響は軽微であります。  

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,050 7,891

受取手形及び売掛金 32,799 30,954

商品及び製品 8,777 3,323

仕掛品 1,089 790

原材料及び貯蔵品 302 321

前渡金 3,242 2,629

繰延税金資産 241 303

その他 2,440 1,601

貸倒引当金 △71 △72

流動資産合計 57,871 47,745

固定資産

有形固定資産 1,807 1,756

無形固定資産 87 95

投資その他の資産

投資有価証券 4,566 4,689

その他 1,262 1,118

貸倒引当金 △303 △308

投資その他の資産合計 5,525 5,499

固定資産合計 7,420 7,351

資産合計 65,292 55,096

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 24,461 22,463

短期借入金 9,874 5,173

未払法人税等 503 238

前受金 5,916 3,228

引当金 317 527

その他 667 523

流動負債合計 41,740 32,155

固定負債

長期借入金 190 304

繰延税金負債 2 34

引当金 605 510

その他 55 10

固定負債合計 854 859

負債合計 42,594 33,014
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(単位：百万円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,105 5,105

資本剰余金 3,789 3,789

利益剰余金 15,996 15,087

自己株式 △2,208 △2,222

株主資本合計 22,683 21,759

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 92 276

繰延ヘッジ損益 △22 △3

為替換算調整勘定 △508 △317

評価・換算差額等合計 △439 △44

新株予約権 79 34

少数株主持分 373 332

純資産合計 22,697 22,082

負債純資産合計 65,292 55,096
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
 至 平成22年12月31日)

売上高 51,706 73,061

売上原価 44,383 62,741

売上総利益 7,322 10,320

販売費及び一般管理費 7,570 7,851

営業利益又は営業損失（△） △247 2,468

営業外収益

受取利息 32 34

受取配当金 81 78

仕入割引 62 185

その他 20 40

営業外収益合計 197 338

営業外費用

支払利息 24 46

為替差損 38 5

支払手数料 59 46

持分法による投資損失 － 32

その他 44 64

営業外費用合計 167 194

経常利益又は経常損失（△） △217 2,611

特別利益

固定資産売却益 5 8

国庫補助金 － 6

その他 － 3

特別利益合計 5 17

特別損失

固定資産除却損 8 2

投資有価証券評価損 7 57

固定資産圧縮損 － 5

その他 12 1

特別損失合計 28 67

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

△240 2,561

法人税、住民税及び事業税 18 1,006

法人税等調整額 274 61

法人税等合計 293 1,067

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,493

少数株主利益 0 62

四半期純利益又は四半期純損失（△） △534 1,431
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△240 2,561

減価償却費 241 270

株式報酬費用 20 44

のれん償却額 79 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 83 △4

引当金の増減額（△は減少） △200 △115

受取利息及び受取配当金 △114 △112

支払利息 24 46

固定資産圧縮損 － 5

国庫補助金 － △6

投資有価証券評価損益（△は益） 7 57

持分法による投資損益（△は益） 19 32

売上債権の増減額（△は増加） 6,373 △2,019

前渡金の増減額（△は増加） △2,702 △744

たな卸資産の増減額（△は増加） △872 △5,836

その他の流動資産の増減額（△は増加） 1,318 △587

仕入債務の増減額（△は減少） △7,534 2,144

前受金の増減額（△は減少） △1,268 2,890

その他の流動負債の増減額（△は減少） 131 139

賃貸資産の取得による支出 △172 △60

その他 △109 △250

小計 △4,916 △1,544

利息及び配当金の受取額 122 120

利息の支払額 △24 △49

法人税等の支払額 △774 △716

営業活動によるキャッシュ・フロー △5,593 △2,189

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） △702 290

国庫補助金による収入 － 6

有価証券の売却による収入 3,000 －

有形固定資産の取得による支出 △83 △98

有形固定資産の売却による収入 15 34

無形固定資産の取得による支出 △30 △19

投資有価証券の取得による支出 △178 △275

貸付けによる支出 △86 △295

貸付金の回収による収入 71 23

ゴルフ会員権の売却による収入 6 －

その他 △1 △4

投資活動によるキャッシュ・フロー 2,009 △338
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(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,261 4,709

長期借入金の返済による支出 △113 △113

自己株式の取得による支出 △4 △4

自己株式の売却による収入 4 17

配当金の支払額 △289 △523

その他 △3 △5

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,666 4,081

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4 △88

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △5,255 1,463

現金及び現金同等物の期首残高 12,282 7,118

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 72 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 7,099 8,582
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該当事項はありません。 

  

 【事業の種類別セグメント情報】 
 

 

  
注１ 事業区分の方法 

当社および連結子会社は、国内および海外において各種機械・装置に関連する事業を行っておりま

す。事業区分の方法は、商品の種類によって機械関係事業とこれに附帯する材料関係事業およびその

他の事業とにセグメンテーションしております。 
  

 ２ 事業区分の主要商品 

(1) 機械関係事業     各種機械・器具・部品およびこれらの修理・保守・点検 

(2) 材料関係事業     各種管材・管機材・金属材料・プラスチック原料、化学品 

(3) その他の事業     各種機器・不動産の賃貸、不動産の仲介、保険代理業、その他 

  
 【所在地別セグメント情報】 

 

 

  
注１ 国または地域の区分は、地理的近接度によっております。 

  
 ２ 本邦以外の区分に属する主な国または地域 

(1) アジア         シンガポール、タイ、マレーシア、フィリピン、インドネシア、中国、韓国 

(2) その他の地域   アメリカ合衆国、ヨーロッパ 
  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） （単位：百万円）

機械関係 材料関係 その他の
計

消  去
連 結事   業 事   業 事   業 又は全社

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 48,885 2,575 244 51,706 ― 51,706

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高

― ― ― ― ― ―

営業利益又は営業損失(△) △330 29 54 △247 ― △247

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） （単位：百万円）

日  本 ア ジ ア
その他の

計
消    去

連   結地   域 又は全社

売上高

(1)外部顧客に対する売上高 45,894 4,308 1,503 51,706 ― 51,706

(2)セグメント間の内部売上
高又は振替高

1,854 1,215 1,026 4,096 (4,096) ―

     計 47,749 5,523 2,530 55,803 (4,096) 51,706

営業利益又は営業損失(△) 98 △130 △194 △225 (21) △247
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 【海外売上高】 

 

 

  
注１ 海外売上高は、当社および連結子会社の日本以外の国または地域における売上高であります。 

  
 ２ 国または地域の区分は、地理的近接度によっております。 

  
 ３ 各区分に属する主な国または地域 

(1) アジア         中国、韓国、タイ、フィリピン、シンガポール、インドネシア 

(2) ヨーロッパ     スロバキア、オランダ、ベルギー、ポーランド、イギリス 

(3) アメリカ       アメリカ合衆国、メキシコ、プエルトリコ 

(4) その他の地域   ブラジル、アルジェリア 

前第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） （単位：百万円）

ア ジ ア ヨーロッパ ア メ リ カ その他の地域 計

 Ⅰ  海外売上高 11,916 1,232 989 552 14,690

 Ⅱ  連結売上高 ― ― ― ― 51,706

 Ⅲ  連結売上高に占める 
     海外売上高の割合(％)

23.0 2.4 1.9 1.1 28.4
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 【セグメント情報】 
  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準
第17号 平成21年３月27日）および「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企
業会計基準適用指針第20号 平成20年３月21日）を適用しております。 

  

1．報告セグメントの概要 
当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締

役会が経営資源の配分の決定および業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい
るものであります。 
当社は、国内に商品・サービス別の事業本部を置き、各事業本部は取扱う商品・サービスにつ

いて包括的な戦略を立案し、事業活動を展開しております。また、海外に現地法人を置き、各法
人はそれぞれ独立した経営単位として各地域において包括的な戦略を立案し、事業活動を展開し
ております。 
したがって、当社は商品・サービスを基礎とした事業本部別および海外法人のセグメントから

構成されており、「プラント・エネルギー事業」、「エレクトロニクス事業」、「産業機械事
業」および「海外法人」の４つを報告セグメントとしております。 
各報告セグメントに属する事業本部および海外法人の主要な取扱商品等は次のとおりでありま

す。 

 
  

2．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

  
 

 

  
注１ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、機械・器具の賃貸や保守・

点検、保険代理業を含んでおります。 
  

２ セグメント利益の調整額△1,694百万円には、セグメント間取引消去72百万円、各報告セグメントに

配分していない全社費用△1,889百万円、たな卸資産の調整額110百万円およびその他の調整額12百

万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。 
  

３ セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

プラント・エネルギー事業 エネルギー開発生産、ガス石油精製、化学、エンジニア
リング、建設、紙・パルプ関連の機械・器具・部品

エレクトロニクス事業 電子、情報通信、電機、精密、光学、音響、楽器関連の
機械・器具・部品

産業機械事業 プラスチックス、ゴム、自動車、鉄鋼、薬品、食品関連
の機械・器具・部品

海外法人 海外支店および海外現地法人の取扱う機械・器具・部品

当第３四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年12月31日） （単位：百万円）

報告セグメント

その他 

(注１)
合計

調整額 

(注２)

四半期連

結損益計

算書計上

額(注３)

プラン

ト・エネ

ルギー 

事業

エレクト

ロニクス

事業

産業機械

事業
海外法人 計

売上高

外部顧客への売上高 14,304 26,301 20,031 10,612 71,249 1,811 73,061 ― 73,061

セグメント間の内部 

売上高又は振替高
609 1,597 2,515 3,503 8,225 1,576 9,801 △9,801 ―

計 14,914 27,898 22,546 14,115 79,475 3,387 82,863 △9,801 73,061

セグメント利益 682 1,335 1,169 536 3,724 438 4,162 △1,694 2,468
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 該当事項はありません。 

  

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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